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１．日本原子力研究開発機構（JAEA） 1/2

• 原子力に関する国内唯一の総合的研究開発機関

• 2005年10月に日本原子力研究所（以下、「旧原研」）と
核燃料サイクル開発機構（以下、「旧サイクル機構」）を
統合して発足
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https://www.jaea.go.jp/



１．日本原子力研究開発機構（JAEA） 2/2
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２．研究開発成果検索・閲覧システム（JOPSS）

• JAEAの機関リポジトリ
– JOPSS（JAEA Originated Papers Searching System)

– 研究開発報告書類、論文、口頭発表、特許など、
約112,000件の研究開発成果情報を発信

– 旧原研、旧サイクル機構の研究開発成果情報を含む

4https://jopss.jaea.go.jp

種 類 件 数

技術レポート
（研究開発報告書類）

22,608

学会誌等掲載論文 52,336

口頭発表 36,573

特許 417

合 計 111,934

2021年12月1日現在



• 研究開発報告書類（JAEAレポート）
– JAEAにて刊行している技術レポート

– 内容によって種類分けされ、それぞれレポート番号を付与して刊行

– DOI登録情報の種別は「書籍情報」

３．DOI登録コンテンツの概要
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JAEAレポート

（JAEA-Review 2021-019）

種類 内容

JAEA-Research 研究報告、研究速報

JAEA-Technology 技術報告

JAEA-Data/Code データ集、コード、データベース

JAEA-Testing マニュアル、試験報告

JAEA-Evaluation 
機関評価報告書、研究評価報告書、
プロジェクト終了報告

JAEA-Review 
調査報告、翻訳資料、業務報告(年報等)、
学位論文、その他

JAEA-Conf 会議報告



４．DOIの登録状況

• JaLCへの加入とDOI登録
– 2014年にJaLCへ加入し、DOI登録を開始

– JAEAレポートを刊行する都度、DOIを登録

– JaLC加入前のJAEAレポート、旧原研の研究報告書類にも
遡及してDOIを登録

– JAEAでは学術雑誌論文等の著者版にDOI登録を行わず、
出版社のDOIを表示

• 登録件数
– 2019年度は124件、2020年度は153件のJAEAレポートを
刊行し、それぞれDOIを登録

– 累計登録件数は約11,000件
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５．登録コンテンツとDOIの公開
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個々のコンテンツを識別する
サフィックスにはレポート番号を付与

機関固有のプレフィックスとして
JAEAには「10.11484」が付与

①

①本文、付録
– JAEAレポート全体に1つのDOIを登録

②DOIを用いたURL

②



６．DOI登録の流れ 1/2

1. JOPSSへメタデータ、本文の公開
– 対象コンテンツ（JAEAレポート）の刊行、メタデータ公開

2. DOI登録用XMLファイルの作成
– JOPSSで公開しているデータをもとに、XMLファイルを作成

– 作成にあたり、JOPSSに対応した独自のプログラムを使用

8DOI登録用XMLファイルJOPSSへ公開



６．DOI登録の流れ 2/2

3. JaLCへ登録
– XMLファイルをアップロードして登録

– 登録情報の種別は「書籍情報」を選択
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JaLCへ登録



• DOIを用いてメタデータとともに外部へ情報発信
– J-GLOBAL

– Twitter

– INIS（International Nuclear Information System）

７．DOIの活用：外部システムへの発信
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INISTwitterJ-GLOBAL

＠JAEA_reports



• コンテンツのURLが変更となった事例
– Webセキュリティ向上のため、

JOPSSのURLがhttpからhttpsへ変更

– URL変更に伴い、DOI登録コンテンツのリンク先も一括で変更

– INIS等、外部システムへ支障なく情報発信を継続

• DOIのリンク先一括変更
– DOI登録済コンテンツのXMLファイルを結合

– 一括で変更後のリンク先へ修正

８．永続的なアクセス保障に向けて
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９．まとめ
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• DOI登録の意義、効果
– 自機関の研究開発成果へのアクセスを永続的に保つことができる

– 複数の外部システムに発信している場合でも、DOIのリンク先を
変えるだけでURLの変更に対応できる

• 関心事項
– 様々な形態のコンテンツにDOIを付与する際、サフィックスの
決め方等、他機関はどのような方法でコンテンツを整理しているか

• 今後の展望
– 研究データの公開や利活用を推進するため、JAEAレポートに
研究データ公開用の種類を追加し、研究データにもDOIを
付与することを検討している


